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去
る
三
月
十
六
日
（
木
）
に
弟
子

屈
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
、

弟
子
屈
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

と
な
っ
て 

「
平
成
二
八
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
集
い
」
を
社
会
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
総
務

係
長
・
會
田
豊
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
　
昨
年
、
北
海
道
を
襲
っ
た
台
風

九
号
・
十
号
・
十
一
号
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
清
水
町
の
映
像
や
写
真
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」
実 今回の災害を通して、

「たくさんの優しさをいただいた」と語る會田氏

「平素からの備えが大切です」と語る中村氏

古切手の整理作業に奮闘中！！

体
験
を
基
に
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
や
人
々
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
町
防
災
係
対
策

専
門
員
の
中
村
英
雄
氏
よ
り
、「
わ

が
町
の
防
災
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　
弟
子
屈
町
に
お
け
る
防
災
訓
練
の

内
容
や
実
際
に
災
害
に
あ
っ
た
時
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の
か

等
を
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
震
や
台
風
、
火
山
の
噴
火
等

様
々
な
災
害
は
決
し
て
私
達
の
生
活

と
無
関
係
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
頃
か
ら
、
も
し
も
の
時
に
備
え

て
準
備
を
し
、
い
ざ
そ
の
時
に
慌
て

ず
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
前
日
か
ら
準

備
し
て
い
た
豚
汁
と
非
常
食
の
ご
飯

を
食
べ
て
、
交
流
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
で
協
力
し
て
、
町
民
の
方
々
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
古
切
手
」
の

整
理
を
行
い
ま
し
た
。

ボランティアの集い・開催
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●ボランティアセンター運営事業の実施
　…町民に広くボランティア活動への関心と理解
を深めていただくため、ボランティアの登録や斡
旋、研修会や体験講座の開催を行います。
●寄贈品の配分及び管理の実施
　…町民からの寄贈品（雑巾、紙おむつ、清拭布
など）の管理と、希望する施設等への配分を行い
ます。
●リングプル等収集活動事業への支援
　…リングプル、エコキャップ、使用済み切手な
どの収集活動への支援を行います。　
●有償ボランティアの検討

●中・高校生ワークキャンプ事業の実施
　…中・高校生のボランティア活動への関心と理解を
深めるため、町内の社会福祉施設等での学習体験や講
座を行います。
●福祉教育推進事業の実施
　…学校等のボランティア活動の相互の情報交換と交
流の場として、「学校ボランティア連絡協議会」を開
催します。
●児童・生徒のボランティア活動支援事業の実施
　…町内の各学校を対象に、ボランティア協力校を指
定して支援を行い、福祉教育の推進を目指します。

〜ボランティア活動の支援〜

みんなで取り組む地域づくり

地域福祉推進のための活力ある社協づくり

●心配ごと相談所の運営
　…町民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、適
切な助言・援助を行います。

〜相談体制の充実〜

●訪問介護事業等の拡充
　…訪問介護員が、要介護者の家庭を訪問し、日常生
活上の援助を行います。
●居宅介護支援事業の拡充
　…要介護認定を受けた高齢者を対象に、介護支援専
門員（ケアマネージャー）がケアプランを作成し、各
サービス事業者との連絡調整を行います。
●デイサービス事業の拡充
　…要支援・要介護認定を受けた高齢者を対象に、デ
イサービスセンターに送迎で通所していただき、入浴、
食事、レクリエーション等のサービスの提供を行いま
す。

〜介護保険サービス等の拡充〜

〜在宅福祉サービスの実施〜

●法人後見事業（成年後見）の実施
　…認知症や知的障がいなどにより意思決定が困
難な方の判断能力を補うため、弟子屈町社協（法
人）が後見人となり、後見支援員の協力を得なが
ら支援を行います。

●日常生活自立支援事業の実施
　…成年後見制度を利用するほどの判断能力の低
下がない方を対象に、福祉サービスの利用援助や
金銭管理等の支援を行います。

〜地域福祉権利擁護事業等の実施〜

●入浴サービス事業の実施
　…家庭において入浴の困難な寝たきり老人等に対
して、週１回（水曜日）特殊浴槽を利用して入浴サー
ビスを行います。
●移送サービス事業の実施
　…身体上の事由により、公共交通機関等を利用し
て通院することが困難な町民に対し、移送サービス
を行います。
●訪問サービス事業の実施（釧路ヤクルトに委託）
　…安否確認や励ましが必要と思われる70歳以上の
ひとり暮らし高齢者を対象に、ヤクルト販売員が乳
酸菌飲料を持参して訪問し、安否確認を行います。
●老人世帯等除雪援助事業の実施
　…自宅前通路の除雪が困難なおおむね70歳以上の
高齢者世帯及び障がい者世帯に対し除雪援助を行
い、避難通路の確保を行います。

●雪下ろし費用助成事業の実施
　…おおむね70歳以上の高齢者世帯または障がい者
世帯で落雪等による危険があると判断された世帯に
対して、雪下ろし費用の一部を助成する事業を行い
ます。
●給食サービス事業の実施（摩周湖農協に委託）
　…ひとり暮らし高齢者及び高齢者夫婦世帯で食事
を作ることが困難な世帯に定期的に食事を届け、食
事の確保と安否確認を行います。
●高齢者等軽度生活援助事業の実施
　…在宅の要介護認定に該当の高齢者を対象に、訪
問介護員が日常生活上の援助を行います。
●高齢者等生きがい活動支援通所事業の実施
　…在宅の要介護認定非該当の高齢者を対象に、デ
イサービスセンターにて食事、レクリエーション等
のサービスの提供を行います。

〜ボランティア意識の啓発〜
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地域福祉推進のための
活力ある社協づくり ●法人運営体制の強化

　…「理事会・評議員会及び部会の開催」「役職員研修
会等への参加」「町民への情報提供と個人情報保護対策
の徹底」「福祉団体等への運営費助成」「予算の執行状況
並びに業務監査の実施」「職員自己啓発、研修、資格取
得への支援」「組織機構改変による体制強化」
●共同募金事業への協力・支援
　…地域に活用される募金制度の理解に努めるととも
に、共同募金を財源とする各種事業のPRと活用方法の
周知を行い、赤い羽根共同募金と歳末たすけあい運動に
協力支援します。
●福祉関係団体の事務局担務
　…弟子屈町遺族会、弟子屈町老人クラブ連合会、弟子
屈町共同募金委員会、弟子屈町ボランティア連絡協議会
等の事務局を担います。
●高齢者就労センターの運営強化
　…高齢者の経験と技術を活かし、働く機会と生きがい
を提供するとともに運営の強化を図ります。
●収益事業の検討

〜社協基盤の強化〜

ともに支え合う地域づくり

●子育てサポート事業の推進
　…何らかの理由により、保護者（利用者）がこ
どもの育児援助を必要とした場合に、地域住民が
協力者として支援を行います。
●レスパイト事業の推進
　…障害を持つこどもを一時的に預かり、社会参
加の支援を行うとともに、ご家族に休息の時間を
創出します。

　弟子屈町においては、かつて経験したことのない少子高
齢化の進行とともに、支援を必要とする高齢者も日々増加
し、公的な支援制度だけでなく、地域における多様な支え
あいの仕組み作りが求められています。
　このような状況を踏まえ、弟子屈町社会福祉協議会では
第５期弟子屈町地域福祉実践計画を策定し、より質の高い
サービスの実現に向けて、組織の強化を図ってまいります。
　平成29年度の事業計画・予算につきましては、平成29年
３月21日㈫に行われた本会理事会・評議員会にて承認を得
ましたので、紙面にて町民の皆様へ概要を報告致します。

●待合室「みちくさ」の支援
　…ボランティアによる運営で、町民が気軽に立ち寄り
「休息・待ち合わせ・情報交換の場」として活用できる
待合室「みちくさ」の施設管理を行います。
●ふれあいサロン事業の推進
　…待合室「みちくさ」を拠点に、自宅に閉じこもりが
ちな高齢者を対象としたふれあいサロンを行います。
●高齢者サロン活動支援事業の新規開設と推進
　…各地域で近隣者等の地域サロンサポーターがサロン
を開催し、高齢者と交流する体制をつくるとともに、サ
ポーターの育成を行います。
●ひとり暮らし高齢者への布絵ハガキの送付支援
　…町内在住のひとり暮らし高齢者を対象に、布絵サー
クルの会員が作製した布絵ハガキを送り、孤立感の解消
を図ります。
●行事用テントの貸出し及び管理
　…町内の団体が行事等で使用するテントの無償貸出し
を行います。

〜子育て支援の推進〜 〜住民の交流推進〜

●愛情銀行業務の相談対応、貸付
　…日常生活上の一時的な出費による生活困難な
町民の相談に応じ、応急的な経済援助として資金
貸付を行います。
●生活福祉資金の相談対応、貸付
　…道社協との連絡調整のもと、町民に対し制度
の周知と貸付相談業務及び償還指導を行います。

〜生活基盤の確保〜

●社協だより「摩周のふくし」の充実
●実践計画ダイジェスト版の策定
●ホームページの策定・管理

〜社協事業の住民理解の推進〜

弟子屈町

社協事業計画
基本
目標

◆誰もが安心して暮らせる
　まちづくり
◆ともに支え合う、安全・安心・
　福祉のまちづくり

平成29年度

〜地域福祉実践計画の適正運用〜
●第４期地域福祉実践計画の評価検証
●第５期地域福祉実践計画の策定と管理
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社協資金収支予算書弟子屈町平成29年度
（単位：千円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差引増減額 摘　　要 ・ 内　　訳
会 費 収 入 1,200 1,200 一般会費＠500×1,000戸/賛助会費＠2,000×350戸

寄 付 金 収 入 300 240 60 一般寄付金

経 常 経 費 補 助 金 収 入 43,720 51,992 ▲　8,272
町補助金　42,713（職員設置費　23,960／事務費　2,116／福祉団体運営費　
440／在宅福祉サービス　13,712／日常生活自立支援事業　250／みちくさ　
1,125／ Vセンター　1,110）／共同募金配分金／1,007

受 託 金 収 入 24,291 75,713 ▲　51,422

町受託金　24,111（コミュニケーション支援事業　26／福祉センター　
2,493／成年後見　1,762／介護予防事業　2,360／就労センター　17,470）
／道社協受託金　180（日常生活自立支援事業　150／生活福祉資金事務費　
30）

事 業 収 入 5,822 5,418 404 給食サービス利用者負担金＠430×13,540食

介 護 保 険 収 入 68,939 13,154 55,785 訪問介護　11,305／居宅介護支援　9,901／デイサービス 47,733

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等
事 業 収 入 1,680 1,680 訪問介護事業

貸 付 事 業 収 入 684 684 愛情銀行償還金

受 取 利 息 配 当 金 収 入 8 6 2 預金利息

そ の 他 の 収 入 32 39 ▲　7 雑収入

事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 146,676 150,126 ▲　3,450

人 件 費 支 出 79,952 74,357 5,595
法人運営　24,453／福祉センター　240／成年後見　582／日常生活自立支援
　420／ Vセンター　1,266／介護予防　163 訪問介護　10,956／居宅介護支
援　9,193／デイサービス 　32,679

事 業 費 支 出 50,745 52,533 ▲　1,788
法人運営　506／在宅福祉サービス　19,234／みちくさ　1,170／小地域ネッ
トワーク　30／介護予防　2,107／訪問介護　1,332／デイサービス　10,056
／就労センター　16,310

事 務 費 支 出 13,546 13,830 ▲　284

法人運営　2,765／福祉センター　2,253／成年後見　1,180／日常生活自立
支援　150／ Vセンター　54／介護予防　90／生活福祉資金　30／愛情銀行　
25／訪問介護　698／居宅介護　709／デイサービス　5,000／就労センター
　592

助 成 金 支 出 766 440 326 福祉団体助成金　440／コミュニケーション支援事業　26／雪下ろし費用助
成事業　300

共 同 募 金 配 分
金 事 業 費 支 出 1,007 990 17 老人福祉活動費　80／障害児･者福祉活動費　145／福祉育成･援助活動費　

477／ V活動育成事業費　205／歳末たすけあい事業費　100

貸 付 金 支 出 650 640 10 愛情銀行貸付金
流 動 資 産 評 価 損
等 に よ る 資 金 減 少 額 10 10 愛情銀行徴収不能額、行旅放浪人旅費

事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 146,676 142,790 3,886
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額

⑶＝⑴−⑵ 7,336 ▲　7,336

施 設 整 備 等 収 入 計 ⑷

固 定 資 産 取 得 支 出 1,917 ▲　1,917

施 設 整 備 等 支 出 ⑸ 1,917 ▲　1,917
施設整備等資金収支差額

⑹＝⑷−⑸ ▲　1,917 1,917

そ の 他 の 活 動 収 入 計 ⑺

そ の 他 の 活 動 支 出 20 ▲　20

そ の 他 の 活 動 支 出 計 ⑻ 20 ▲　20
その他の活動資金収支差額

⑼＝⑺−⑻ ▲　20 20

予 備 費 支 出 ⑽
当 期 資 金 収 支 差 額 合 計

⑾＝⑶＋⑹＋⑼−⑽ 5,399 ▲　5,399

前 期 末 支 払 資 金 残 高 ⑿
当 期 末 支 払 資 金 残 高

⑾＋⑿ 5,399 ▲　5,399



5

拠点区分：社協事業
�【法人運営・在宅福祉サービス事業・
　　　　　　　　　　権利擁護事業　ほか】

拠点区分：介護保険事業
�【訪問介護事業・居宅介護支援事業・
　　　　　　　デイサービスセンター事業】

拠点区分：高齢者就労センター事業

事業計画･予算書は弟子屈町社協のホームページにも随時掲載され、
下記URLから閲覧可能になります。
http://teshikaga-shakyo.jp

拠点区分別 予算内訳

（単位：千円）
科　　目 本年度予算額

会 費 収 入 1,200
寄 付 金 収 入 300
経 常 経 費 補 助 金 収 入 43,720
受 託 金 収 入 6,821
事 業 収 入 5,822
貸 付 事 業 収 入 684
受 取 利 息 配 当 金 収 入 4
そ の 他 の 収 入 30
事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 58,581
人 件 費 支 出 27,124
事 業 費 支 出 23,047
事 務 費 支 出 6,547
助 成 金 支 出 766
共同募金配分金事業費支出 1,007
貸 付 金 支 出 650
流動資産評価損等による
資 金 減 少 額 10

事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 59,151
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額

⑶=⑴−⑵ ▲　570

事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 570
そ の 他 の 活 動 収 入 計 ⑷ 570
そ の 他 の 活 動 支 出 計 ⑸
その他の活動資金収支差額

⑹＝⑷−⑸ 570

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計
⑺＝⑶＋⑹

（単位：千円）
科　　目 本年度予算額

介 護 保 険 収 入 68,939
障 害 福 祉 サ ー ビ
ス 等 事 業 収 入 1,680

受 取 利 息 配 当 金 収 入 3
そ の 他 の 収 入 1
事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 70,623
人 件 費 支 出 52,828
事 業 費 支 出 11,388
事 務 費 支 出 6,407
事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 70,623
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額

⑶=⑴−⑵
当期資金収支差額合計⑷

（単位：千円）
科　　目 本年度予算額

受 託 金 収 入 17,470
受 取 利 息 配 当 金 収 入 1
そ の 他 の 収 入 1
事 業 活 動 収 入 計 ⑴ 17,472
事 業 費 支 出 16,310
事 務 費 支 出 592
事 業 活 動 支 出 計 ⑵ 16,902
事 業 活 動 資 金 収 支 差 額

⑶=⑴−⑵ 570

そ の 他 の 活 動 収 入 計 ⑷
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 570
そ の 他 の 活 動 支 出 計 ⑸ 570
その他の活動資金収支差額

⑹＝⑷−⑸ ▲　570

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計
⑺＝⑶＋⑹

　弟子屈町社協では、平成27年度から社会福祉法人新会計基準を適用しており、新たな区分の
考え方として、「事業区分」「拠点区分」「サービス区分」を設けています。そのうち拠点区分・
サービス区分は法人が自主的に定めることができます。
　ここでは３つの拠点区分ごとの予算をご紹介いたします。
　４ページの予算を単純に拠点ごとに分けたものですが、全体の予算では表記されていない内
部取引の予算額も表記され、拠点別にどのような資金の流れがあるか確認することができます。
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◆ゴールデンウィーク
４月29日㈯〜５月７日㈰まで
「みちくさ」はお休みします。

ボランティアセンターは
５月１日、２日　開館しております。

�お気軽にご利用下さい。

待合室みちくさ
〜お知らせ〜

第20回

　３月24日㈮、「待合室みちくさ」第20回ふれあい
サロンが開催されました。
　手編みサークル、小さい体操教室、わっはは教室
の皆さんをお招きして役場の健康推進課・丹羽保
健師のご指導のもと、「いきいき100才体操」を体験
しました。
　運動をしてお腹が空いたところで、「みちくさボランティア」の方々が作ったおいしい昼食を食べ
ました。

みちくさ
ふれあいサロン

ふれあいサロンの様子

真剣にパソコン操作を習う参加者の皆さん

　３月22日㈬と23日㈭の２日間、「待合室みちくさ」
において、パソコン講習会を開催しました。
　講師は昨年度に引き続き、「トリオデザイン」の
藤原俊和氏と、デザイナーでライターの木名瀬佐奈
枝氏にお願いしました。
　１日目はWord文書を作成するために必要な文字
の入力方法、フォルダーのつくり方、パソコンの各
名称、パソコンの起動と終了、マウスの操作方法な
どの簡単な基本操作を学びました。
　２日目には学習した事を思い出しながら実際に行
われたイベントの広告ポスターを作る作業を行いま
した。参加した方々は、講習を通して簡単な文章作
成ができるようになっていました。

パソコン
講習会開催

五月人形、鯉のぼり
を

展示しております。

ぜひお立ち寄りくだ
さい。
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匿名者　様

和田玲衣菜　様

古瀬　　駿　様

古瀬　らむ　様

田中　礼子　様

フレンドリーショップ
きたさん　様
グループホーム　家路　様
若松　一恵　様

板谷　陽子　様

下谷　辰夫　様

斉藤くに子　様

飯島　トシ　様

小川　光雄　様

住田　瑛子　様

◆ エコキャップ◆
野村ミツ子　様

小濱　秀子　様 

高台自治会女性部　様

摩周厚生病院　様

弟子屈高校　様

小崎　和男　様

斉藤かつ子　様

美留和郵便局　様

弟子屈町公民館　様

本川久美子　様

猿田　咲花　様

セイコーマート川湯店　様

匿名者　様

◆リングプル◆
野村ミツ子　様

高台自治会女性部　様

小濱　秀子　様 

佐藤美江子　様

斉藤かつ子　様

美留和郵便局　様

本川久美子　様

猿田　咲花　様

森の家しらかば　様

田中　礼子　様

若松　一恵　様

板谷　陽子　様

下谷　辰夫　様

斉藤くに子　様
小川　光雄　様

◆古切手◆
小崎　和男　様
美留和郵便局　様
田中　礼子　様
板谷　陽子　様
べんり屋すずき　様

◆年賀はがき◆
下谷　辰夫　様

収集ボランティア活動報告
弟子屈町社会福祉協議会預かり分／平成29年２月14日〜平成29年４月10日まで
ボランティアセンター預かり分／平成29年２月14日〜平成29年４月10日まで

　２月27日㈪、㈱中屋商店様より社会貢献活動として、
社会福祉協議会が保有する車椅子を全て無償点検・整備
していただきました。
　町民を対象に貸し出しているこれらの車椅子は、他の
福祉用具よりも利用頻度が高くたびたび不良箇所が見ら
れるため、毎年点検を行っていただいております。

　車椅子を利用され
る方が思わぬ故障や
事故に巻き込まれな
いように、エンジニ
アの方が車椅子を直
接みて、触って、聞いて点検してくださるため、町民の皆さ
まが安心して利用することができます。
　社会福祉協議会の福祉事業の推進に温かいご協力を頂きま
して、どうもありがとうございました。

皆さんに安心して使って
いただけるように車イス整備・点検

㈱中屋商店様
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社会福祉法人
弟子屈町社会福祉協議会
〒088－3211
弟子屈町中央2丁目10番25号
　弟子屈町社会老人福祉センター内
　　　　　　TEL 015－482－1054
　　　　　　FAX015－482－1236

ご意見ご感想をお寄せ下さい

平成2９年２月14日から平成29年４月12日までにお寄せいただいた「寄附金」・「寄贈品」を紹介します。

あたたかい善意ありがとうございます

◆高台自治会女性部 様 5,401円 （社会福祉のために使ってください）

◆JA摩周湖女性部 様 10,000円
（「女性のつどい」の収益の一部として）
　　 女性部員手作りの「手ぬぐい帽子」の売り

上げです

◆早川　鶴松 様 シルバーカー１台 （高齢者の方のために使ってください）

◆高台自治会女性部 様 雑　巾　160枚
清拭布　630枚 （必要とされる方のために使ってください）

◆行木　衆児 様 オムツ各種 （社会福祉のために使って下さい） 
◆加藤　サダ 様 雑　巾　40枚 （学校で使用してください） 

寄　附　金

寄　贈　品

弟子屈町

社会福祉協議会正正職員募集！

社会福祉法人 弟子屈町社会福祉協議会
〒088‒3211　川上郡弟子屈町中央２丁目10番25号

お問
合せ ☎015̶482̶1054 担当

土屋まで

応募方法
●委細面談　●書類選考
※電話連絡の上、履歴書を郵送またはご持参ください。
　書類選考後、ご連絡致します。

◆内容
　社会福祉協議会居宅介護
　支援事業所の介護支援専門員
◆資格
　・介護支援専門員（ケアマネージャー）
　・普通自動車運転免許
　・パソコン基本操作
◆勤務時間
　８：45～17：30（休憩時間１時間）

弟子屈町内居住者又は弟子屈町へ居住可能な方を募集しております！

週休２日制
（土・日・祝日・年末年始・有給休暇有）

月180,000円～
　　　280,000円

昇給、賞与、退職金制度、
健康保険、住居、通勤、
扶養、寒冷地手当

60歳、再雇用制度有（65歳）

休日

給与

処遇

定年


